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事業期間
• 2016ফ2月1日 ع 2016ফ11月30日

事業内容
• ஆয়ষ৆法人情報叀৶௓勺機ଡ（IPA）が主催する「全

国情報セキュリティ啓発キャラバン インターネット安
全教室」を、情報セキュリティの啓発が届きにくい、
勾匈道৔の都市部以外(※)で開催する。
※面஋が広大な勾匈道という地域をྠ匽したうえでのஃ成അ卉

助成事業概要
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事業名
• 勾匈道৔における情報セキュリティ関連

イベントの開催支援



広大な面積
• 札幌ع中標津 401Km 約6.5時間（悪天候時はx2）

ਨਲ੊の課題（1）
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札幌への一極集中化
• 特に道東、道南地域においては、インターネット安全

教室共催団体が存在しない。

ਨਲ੊の課題（2）
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インターネット安全教室
• 子供、保護者、高ೡ者がインターネットを匏用するに

あたって、勞଩଒ମにつけておくべき知௙、ঐナーを
習得する。

• 受講者が知௙や教౫を匛ちషり、ମ卐なところから広
めることによって、それぞれのফ代、地域において、
情報セキュリティ啓発の波及効果を目指す。

LOCALとして
• 地元匞ৡ団体に講師技術やセミナー開催のノウハウを

継അし、ల勵的にそれぞれの地域においても自য়した
啓発活動の実施を目指す。

• 地域、世代、職種の垣根を越えて、互いにできること
で匞ৡし合えるᇽがりをつくる。

本事業のねらい
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LOCALとは？
• http://www.local.or.jp/
• 勾匈道における技術系地域コミュニティ(IT勉強会等)

の活動を支援し、地域を盛り上げていくことを目標と
する有志の集まり。

• ৶事：6名、正会員：22名、ML会員：120名
• 主な事業として、学生、エンジニア向けのセミナーや

イベントの十厐、運営支援をষう。
沿革

• 2008ফ 任意団体LOCAL 結成
• 2009ফ 一般社団法人LOCAL 勳য়
• 2009ফ IPA 2009ফ২日মOSS奨励賞 受賞
• 2016ফ 勾匈道地域情報セキュリティ連絡会 加盟

一般社団法人LOCALについて
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LOCAL安全部
• 情報セキュリティの話ができる講師が、東京に一極集

中している状況を改善したいという要望を受け発足。
• 講師育成に向けた取り組みをはじめ、情報セキュリテ

ィ関連イベントへの講師派遣、スタッフ派遣をষい、
道৔外の団体との匞ৡ体勧を形成している。

2016ফ২ણ৿実績
• セキュリティ・ミニキャンプ in 勾匈道 2016 主催
• 学生向けサイバーセキュリティプログラミング

「Python道場 Sapporo」 共催
• JNSAセキュリティセミナー in 札幌 後援
• 高校生ICT Conference 2016 in 札幌 運営匞ৡ
• サイバーセキュリティフज़ーラ঒勾匈道2016 出展

情報セキュリティへの取り組み
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これまでインターネット安全教室の開催がなかった地域
（計3カ所：仁々ಂશؚ୕ଐ৙ؚ中標津）でセミナーを
開催

• 参加者数：延べ92名
• 仁々志別、中標津町の大半が親子での参加、୕ଐ৙市

では教職員と高校生の参加が多くみられた。
• 親子で同時に受講することにより、親または子一方か

らのုった意ৄではなく、匝൦৔に匛ちషって൨方の
য়場から考える機会を作れた点、また、୕ଐ৙市にお
いてはグループ討議形式を採用し、生徒や教職員自ら
が主体となって考える機会を作れた点については、一
方的に講師の話を聞くだけのセミナーと比較し、より
効果の高い啓発ができたと考える。

事業成果
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日時：2016ফ2月20日（土） 13:30–15:30
会場：仁々志別多目的センター
告知URL：http://www.local.or.jp/2016/02/4979.html
参加者数：29名
教材配布数：50部
内容：インターネット安全教室セミナー（講師解説）

事業実績：Ⴢଡ଼৘仁々ಂશ
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Ⴢଡ଼OSSコミュニティの匞ৡを৽て、2016/3/31で൷校となったჂଡ଼市য়仁々志別৵学校のుญ、
保護者、教職員を対象に開催



日時：2016ফ10月23日（日） 13:35-15:35
会場：勾匈道୕ଐ৙෤໕高等学校
告知URL：http://www.local.or.jp/2016/10/5534.html
参加者数：11名
教材配布数：50部
内容：インターネット安全教室セミナー（講師解説）

グループ討議（インターネットのトラブルと解決法）

事業実績：୕ଐ৙৘
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グループ討議形式で高校生自らが意ৄをまとめた



日時：2016ফ11月19日（土） 10:00-11:30
会場：中標津町総合文化会館
告知URL：http://www.local.or.jp/2016/11/5791.html
参加者数：52名
教材配布数：200部
内容：勾匈道厺௄からの講話

インターネット安全教室セミナー（講師解説）

事業実績：中標津町
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勾匈道厺௄Ⴢଡ଼方面中標津厺௄౧ 生活安全課と共同開催 2016/11/25Ⴢଡ଼ৗ聞12面へ掲載



助成সઐહ決৒সપ：214,000円
うち事業着手時交付স厀：170,000円

事業౥വ時助成ા৷੕પ：114,309円
助成সઐહଋપ：55,691円（全厀ନস匡み）

収支報告
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支出の内訳について
• 費用はすべて、LOCALから派遣した講師、スタッフの

交通宿泊費。人件費、謝礼等への割り当てなし。
• ম勵厧要となるはずであった会場費を叄厄または勶地

匞ৡ団体卷で଀叕していただいたため、ஃ成স全厀を
使用するに至らなかった。



セミナーへの集客
• ୕ଐ৙では卐ๆの中学校、高等学校を中升にॳラ३を

2,000枚配布し、地元広報誌に掲載したにもかかわら
ず、参加人数は10数名であった。

• ネットなどの情報に敏感でない層への周知をどのよう
にষうべきかء

事業の継続
• 卙ফ২以ఋの継続開催ൌ望、౎地域からのセミナー開

催ൌ望が届いているが、೫࿒地の場合、ஃ成স等外部
からの支援なしでは継続開催が難しい。

今後の課題
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助成事業全体をとおして
• セミナー参加者への直接啓発のみならず、運営準備等

をとおして、セミナー開催のノウハウを地元匞ৡ団体
と共有することができた。この点については、今後そ
れぞれの地域で自য়した情報セキュリティ啓発活動を
実施するにあたり、大きな成果があったと言える。

課題解決へ向けて
• 今大会は全国から多数の啓発団体が集まる貴重な場で

もある。छऱ஋極的に意ৄ交ఌをষい、౎地域での取
り組みも参考にして、課題解決を図っていきたい。

まとめ
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